
- 1 -

構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
五
十
条
」
を
「
第
五
十
一
条
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
三
項
中
「
、
第
十
三
条
、
第
十
五
条
」
を
「
か
ら
第
十
五
条
ま
で
」
に
、
「
第
三
十
三
条
」
を
「
第
三
十
四
条
」

に
、
「
第
三
十
四
条
」
を
「
第
三
十
五
条
」
に
、
「
第
三
十
五
条
」
を
「
第
三
十
六
条
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
四
条

地
方
公
共
団
体
が
、
そ
の
設
定
す
る
構
造
改
革
特
別
区
域
に
お
い
て
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
教
育
の
実
施
の

必
要
性
、
地
域
産
業
を
担
う
人
材
の
育
成
の
必
要
性
そ
の
他
の
特
別
の
事
情
に
対
応
す
る
た
め
の
教
育
及
び
研
究
並
び
に
職

業
訓
練
を
当
該
構
造
改
革
特
別
区
域
内
の
職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
十
五
条
の
七
第

一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
（
同
号
に
規
定
す
る
高
度
職
業
訓
練
で
同
号
に
規
定
す
る
長
期
間
の

訓
練
課
程
（
訓
練
期
間
が
二
年
以
上
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
基
準
を
満
た
す
も
の
に
限
る
。
）
の

も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
高
度
職
業
訓
練
」
と
い
う
。
）
を
行
う
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
及
び
別
表
第
四

号
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
大
学
が
連
携
し
て
行
う
こ
と
が
適
切
か
つ
効
果
的
で
あ
る
と
認
め
て
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
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申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
認
定
の
日
以
後
は
、
当
該
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
に
お
い
て
行
う
当
該

特
定
高
度
職
業
訓
練
を
修
了
し
た
者
（
学
校
教
育
法
第
九
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
に
限
る
。
）
で
、
当
該
大
学
が
当
該

大
学
に
編
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
る
も
の
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
当
該
大
学
に
編
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
認
定
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当

該
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
に
お
け
る
特
定
高
度
職
業
訓
練
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き

当
該
特
定
高
度
職
業
訓
練
の
内
容
そ
の
他
の
当
該
特
定
高
度
職
業
訓
練
に
関
す
る
事
項
の
改
善
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
特
定
高
度
職
業
訓
練
の
水
準
の
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
六
条
を
削
る
。

第
三
十
五
条
中
「
別
表
第
二
十
五
号
」
を
「
別
表
第
二
十
六
号
」
に
改
め
、
第
四
章
中
同
条
を
第
三
十
六
条
と
す
る
。

第
三
十
四
条
中
「
別
表
第
二
十
四
号
」
を
「
別
表
第
二
十
五
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
五
条
と
す
る
。

第
三
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
国
立
大
学
法
人
法
の
特
例
）
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第
三
十
四
条

地
方
公
共
団
体
が
、
そ
の
設
定
す
る
構
造
改
革
特
別
区
域
に
お
い
て
、
国
立
大
学
法
人
（
国
立
大
学
法
人
法

（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
立
大
学
法
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
別
表
第
二
十

四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
そ
の
所
有
に
属
す
る
土
地
等
（
同
法
第
三
十
四
条
の
二
に
規
定
す
る
土
地
等
を
い
う
。
以
下
こ

の
条
及
び
同
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
当
該
土
地
等
に
お
い
て
革
新
的
な
研
究
開
発
、
研
究
開
発
の
成
果
を
活
用
し
た
新
た

な
事
業
の
創
出
又
は
研
究
開
発
の
成
果
を
活
用
し
た
施
設
の
整
備
を
行
お
う
と
す
る
者
に
円
滑
か
つ
迅
速
に
貸
し
付
け
る
こ

と
が
、
当
該
構
造
改
革
特
別
区
域
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
（
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
法
（
平
成
七

年
法
律
第
百
三
十
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
い
う
。
）
に
資
す
る
も
の
と
認
め
て
内
閣

総
理
大
臣
の
認
定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
認
定
の
日
以
後
は
、
当
該
認
定
に
係
る
国
立
大
学
法
人

に
よ
る
土
地
等
の
貸
付
け
に
係
る
国
立
大
学
法
人
法
第
十
一
条
第
八
項
、
第
三
十
四
条
の
二
、
第
三
十
六
条
及
び
第
四
十
条

第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
十
一
条
第
八
項
中
「
こ
の
法
律
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
法
律
若
し
く
は
構
造

改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
三
十
四
条

の
二
」
と
、
同
法
第
三
十
四
条
の
二
中
「
文
部
科
学
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
」
と
あ
る
の
は
「
あ
ら
か
じ
め
、
文
部
科
学
大

臣
に
届
け
出
て
」
と
、
「
も
の
を
」
と
あ
る
の
は
「
も
の
を
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
者
に
」
と
、
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同
法
第
三
十
六
条
第
二
号
中
「
、
第
三
十
四
条
の
二
若
し
く
は
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
」
と
、
同
法
第
四
十
条
第
一
項

第
二
号
中
「
こ
の
法
律
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
法
律
若
し
く
は
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
す
る
第
三
十
四
条
の
二
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
第
八
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
項
（
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第

三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
す
る
。

第
五
十
条
を
第
五
十
一
条
と
し
、
第
四
十
九
条
を
第
五
十
条
と
し
、
第
四
十
八
条
を
第
四
十
九
条
と
し
、
第
四
十
七
条
を
第

四
十
八
条
と
し
、
第
六
章
中
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
情
報
の
提
供
等
）

第
四
十
七
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
三
条
第
三
項
の
提
案
を
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を

し
よ
う
と
す
る
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
及
び
助
言
を
行
う
も
の
と
す
る
。

附
則
第
三
条
及
び
第
四
条
中
「
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

別
表
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四

職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
の
修
了
者
の
大
学
編
入
学
事
業

第
十
四
条

別
表
第
二
十
五
号
中
「
第
三
十
五
条
」
を
「
第
三
十
六
条
」
に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
二
十
六
号
と
し
、
同
表
第
二
十
四
号
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中
「
第
三
十
四
条
」
を
「
第
三
十
五
条
」
に
改
め
、
同
号
を
同
表
第
二
十
五
号
と
し
、
同
表
第
二
十
三
号
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

二
十
四

国
立
大
学
法
人
に
よ
る
土
地
等
貸
付
事
業

第
三
十
四
条

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

た
だ
し
、
附
則
第
三
条
及
び
第
四
条
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
総
合
特
別
区
域
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

総
合
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
の
二
第
四
項
及
び
第
三
十
七
条
の
二
第
四
項
中
「
第
四
十
七
条
」
を
「
第
四
十
八
条
」
に
改
め
る
。

（
復
興
庁
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

復
興
庁
設
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
条
第
一
項
の
表
構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
の
項
中
「
第
四
十
八
条
」
を
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「
第
四
十
九
条
」
に
改
め
る
。

（
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
二
項
中
「
第
三
十
四
条
」
を
「
第
三
十
五
条
」
に
、
「
第
三
十
五
条
」
を
「
第
三
十
六
条
」
に
改
め
、
同
条
第

五
項
中
「
第
四
十
七
条
」
を
「
第
四
十
八
条
」
に
改
め
る
。
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理

由

経
済
社
会
の
構
造
改
革
を
推
進
す
る
と
と
も
に
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
内
閣
総
理
大
臣
が
行
う
構
造
改
革
の
推
進
等

に
関
す
る
提
案
の
募
集
の
期
限
及
び
内
閣
総
理
大
臣
に
対
す
る
構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の
認
定
申
請
の
期
限
を
延
長
す
る
と

と
も
に
、
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
に
お
け
る
高
度
職
業
訓
練
を
修
了
し
た
者
の
大
学
へ
の
編
入
学
に
係
る
学
校
教
育
法
の

特
例
措
置
及
び
国
立
大
学
法
人
の
所
有
す
る
土
地
等
の
貸
付
け
に
係
る
国
立
大
学
法
人
法
の
特
例
措
置
の
追
加
等
を
す
る
必
要

が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。


